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【要旨】
高齢化がますます進むわが国の現状で、介護問題が報道されない日がない。本研
究では、高校生の親に介護意識を尋ね、同様の調査を昨年高校生に実施した結果と
比較し、課題を明らかにしたいと考えた。結果、高校生の親世代の介護に関する意
識は子どもの性別とは関係がなかった。また、高校生は親の介護をしたいと考える
ものが多いが、親世代は介護が必要になったら施設に入りたいと考えるものが多か
った。多くの親は子供が介護を学校で学んで欲しいと考え、半数は自分も学びたい
と思っていたが、高校生は学びたいと思うものは少なく、それぞれ世代間の意識の
違いが明らかになった。介護の知識を持つ事は、超高齢社会に生きるものにとって
必要なことと考える。今後、誰もが介護を学べる機会をどのように準備したらよい
かが課題として挙げられる。

１．はじめに
（１）研究の背景と研究目的
わが国は世界に例のない速さで高齢化が進展し、２００７年の６５歳以上人口は、２７４０万人
となり、高齢化率は21.5％となった。人口の約５人に１人が高齢者である。今後、２０５０
年には高齢化率36.9％まで上昇すると見込まれており、そうなると、現在の高校生が高齢
期になるころには、約３人に一人が高齢者の社会となる。！）
高齢化の進展に伴って要介護者が増加しているが、家族の小規模化が進み、また、女性

の就業率が上昇している現状では、昔のような家族介護に頼る状況ではない。そして、社
会全体の期待も高まって、２０００（平成２０）年４月より介護保険制度が開始された。２）
わが国の介護保険制度は､４０歳以上の者が介護保険料を支払い、一部の例外を除いて６５

歳以上の者が介護を必要になった時に、保険者の市町村の認定を受けて、介護サービスを
１割負担で利用できるという仕組みである。しかし、特別養護老人ホームの入居希望待機
者は３８万人と言われ、施設に入居を希望しても数年待ちと言われ、介護施設が不足してい
る状況がある。３)しかし、最後まで自宅で暮らしたいというものも多い。そのような人や
施設入居がかなわず自宅で暮らす人々は、デイサービスやショートステイ、訪問介護、訪
問入浴等を利用して自宅で生活している。４）
若く健康な時期は自分の介護生活のことや、自分が親や配偶者を介護することなど考え
もしないだろうが、誰もが期間の長短はあるものの人生の終末期には介護が必要になる。
介護が家庭の中で行われていた時は、家庭で介護を学ぶことができたが、核家族が多い現
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在は、そのような機会を持つ若者は少ない。介護を他人事のように思っても仕方がない。
昨年、高校生に介護の意識調査を実施した。結果、多くの高校生は父母の介護を行いた
いと思っているが、介護を学びたいと思うものは少なかった。ｓ)高校生の意識は、養育し
てもらい、一緒に生活している親の影響は大きいと考える。高校生の親は、介護保険を支
払い、介護の現状を把握していると思うが、介護することや介護を学ぶことについてどの
ように考えているのだろうか。今回、世代間の介護意識の違いを明らかにして、到来する
超高齢社会に対する課題を明らかにしたいと考え、親世代に昨年高校生に実施した介護意
識調査と同様のアンケート調査を行った。

(2)研究方法
調査対象：昨年高校生の調査を行った東京都内にあるＡ高等学校の科目「家庭」受講の２．

３年生178名の親（以下、親又は親世代)。
調査時期：２００８（平成２０）年、８月２５日～９月１５日
調査方法：学校長の許可を得て、家庭科教員が授業のはじめに調査の趣旨とプライバシー

保護について説明し、親に対する無記名のアンケートを依頼した。アンケート
用紙は封書に入れて配布し、１週後に回収することを伝えた。回収は８０枚
（44.9％）で、有効数は７５（42.1％）であった。

調査内容：質問内容は、保護者自身についての事項と、介護に関する意識など１２問に「強
く思う」「そう思う」「あまりそう思わない」「まったく思わない」の４段階に回
答を求めた。また、自由記述欄を設け、介護に対する考えを具体的に記述して
もらった。

分析方法:SPSSソフトを用いて単純集計と対象者間の比較を検討するためにｔ検定を行
った。自由記述は内容分析を行った。また、昨年行った高校生の調査結果と比
較した。

2.研究結果
(1)回答者は、第１表のように母親が72名(96.0%)、父親が３名(4.0%)であった。年
代は、第２表のように３０歳代が２名（2.7％)、４０歳代が５５名(73.3％)、５０歳代が１８名
（24.0％）である。子どもが男子のものが第３表のように２８名（37.3％)、女子が４７名
（62.7％)である｡また､老人ホームに行ったことのある者は第４表のように44名(58.7％)、
子どもと介護の話をすると答えたものは第５表のように４１名（54.7％）であった。

第１表回答者の父母別n=7５ 第２表親の年代 n=75
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実数 ％
母親 7２ 96.0
父親 ３ 4.0
計 7５ 100.0

実数 ％
30歳代 ２ 2.7
40歳代 5５ 73.3
50歳代 1８ 24.0
計 7５ 100.0



第３表生徒の性別 n = 7 5 第４表老人ホームに行った有無 n=75

第５表子どもと介護の話しをする有無n=7５

(2)介護に関する意識調査の結果（第６表）
①高齢社会に関心があると答えたものは６６名（88％）で、まったくないと答えたものは
いない。

②家族で介護を行いたいと思うものは５６名（74.7％）で、介護士にも頼みたいと思うも
のは68名（90.7％）で、介護士にも頼みたいと思う方が１６ポイント多い。施設に入っ
て欲しいと思うものは29名（38.7％）であった。

③自分の介護については､介護士にも頼みたいと思うものが一番多く７0名(93.4%)で、
次が施設に入りたい５３名（70.7％)、子どもに頼みたいは一番少なく1１名(14.7%)
である。

④介護の仕事については、１名を除いた７４名（98.7％）が重要であると考え、中学や高
校で介護を学んだほうがよいと６４名（85.3％）が思い、自分も介護を学びたいと４１名
（55.4％）が思っていた。また、希望すれば子どもが介護職に就いてもよいと思うもの
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実数 ％
幸 4４ 58.7
無 3１ 41.3
計 7５ 100.0

実数 ％
女子 4７ 62.7
男子 2８ 37.3
計 7５ 100.0

実数 ％
窄 4１ 54.7
無 3４ 45.3
計 7５ 100.0

問 非常にそう思う
４

そう思う
３

あまりそう思わない
２

まったく思わない
１ 平均値 標準偏差

１高齢社会に関心がある 1４
1８．７

5２
69.3

９
1２．０

０

０
3.07 0.553

２家族に介護の必要な人がでた
ら､介護は家族で行いたい

６
8.0

5０
66.7

1６
21.3

３
4.0 2.79 0.643

３家族に介護の必要な人がでた
ら､介護は介護士にも頼みたい

1５
20.0

5３
70.7

６
8.0

１
1.3 3.09 0.574

４家族に介護の必要な人がでた
ら､施設に入って欲しい

５
6.7

2４
32.0

4３
57.3

３
4.0 2.41 0.680

５自分の介護は子どもに頼みたい ２
2.7

９
1２．０

5２
69.3

1２
1６．０ 2．０１ 0.626

６自分の介護は介護士にも頼み
たい

1４
1８．７

5６
74.7

５
6.7

０

０
3.12 0.492

７自分が介謹が必要となったら施
設に入りたい

1１
1４．７

4２
56.0

2１
28.0

１
1.3 2.84 0.679

８介護の仕事は重要である 4９
65.3

2５
33.3

１
1.3

０

０
3.64 0.510

９中学や高校で介護を勉強したほ
うがよい

2２
29.3

4２
56.0

1１
1４．７

０

０
3.15 0.651

1０ 自分は介護に関心がある 1２
1６．０

4５
60.0

1７
22.7

１
1.3 2.91 0.661

1１ 自分も介護を学びたい ５
6.7

3６
48.7

3１
41.3

３
4.0 2.57 0.681

1２ 希望があれば子どもが介護職に
ついてよい

４
5.3

3３
42.7

2９
38.7

1０
1３．３ 2.40 0.788



は、約半数の３７名(49.0%)であった。
⑤回答の「非常にそう思う」から「まったく思わない」

平均値を出すと最大値が「介護の仕事は重要である」
護は子どもに頼みたい」の２．０１であった。

までを４から１までに点数化し
の３．６４で、最小値が「自分の介

(3)子どもの男女別などと親の介護意識
第７-１表と第７-２表は、子どもの「性別」と「子どもと介護の話をする｣、「老人ホー
ムに行ったことがある」の有無と介護意識１２問とのｔ検定の結果である。表のように、子
どもの男女別では､有意差のあるものはなかった｡｢子どもと介護の話をする｣の有無では、
問１２の「希望すれば子どもが介護職に就いてよい」に有意差が認められた。「老人ホーム
に行ったことがある」の有無では、問４の「家族に介護の必要な人がでたら施設に入って
欲しい」と問１０の「自分は介護に関心がある」に有意差が認められた。

第7-1表子どもが男女別等と問1～12とのt検定

*:p<O.05** :p<O.01** * :p<O.001

第7-2表親の介護意織と老人ホームに行った有無･子どもと介護の話をする有無とのt検定結果
介護意識 数 平 均 値 標 準 偏 差 ｔ 値 有 意 確 立

老人ホーム行った
あり
なし

家族に介護の必要な人がで
たら施設に入って欲しいた

0.697 2 . 0 4 8 0 . 0 4 4 ＊
0.617

4４
３１

2.55
2.23

老人ホーム行った
あり
なし

4４
３１

2.70
3.19

0.632 - 3 . 3 6 7 0 . 0 0 1 ＊ ＊
0.601自分は介護に関心がある

子どもと介護の話
する
しない

希望があれば子どもが介
護職に就いてもいい

4１
３４

2.2
2.65

0.782 - 2 . 5 6 3 0 . 0 1 2 ＊ ＊
0.734

*p<0 .05 * *p <0 .01 * * * p <O .001

(4)自由記述
第８表は、自由記述の全文である。記入者の９名は全員母親であった。記述内容の意味
を考え、意味の類似したものを三段階に分類していったところ、「高齢期の生き方」と「介
護の一般化」と「介護教育」の三つの内容に解釈された。

(5)高校生と親の介護意識の比較
第９表は、昨年の第２８回日本生涯教育学会で報告した「高校生の介護意識の実態と課題

一高等学校３校のアンケート調査から-」の６３２名の結果と、今回の親７５名の意識調査
の結果と合わせたものである。質問の内容が一部異なるので、変形した表となっている。
①「高齢社会に関心がある」ものは、親世代では８８％であるが、高校生は52.8％で、そ
の差は３５．２ポイントである。

②介護意識では、「介護は家族で行いたい」と思うものは、親世代では74.7％で、高校生
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問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６ 問７ 問８ 問９ 問1０ 問1１ 問1２
子どもが男女別
介護の話をする有無 ＊

老人ホームに行ったことの有無 ＊ ＊＊



日圧
中 心 的 意 味 意 味 の 抽 象 化 解 釈

高齢期の生き
方

自分の老後を考え
る
誰もが介護に関わ
るべき 介護の一般化
一人での介證は無
理｡介謹に関心を
持つ

ボランティアは大
事

豐罐一親平平平平一確

あまりそう思わない まったく思わない

高齢社会に関心がある

家族の介腫は家族で
行いたい
自分の介硬は子どもに
頼みたい
中学や高校で介硬を学
んだほうがよい
介極の仕事は重要で
ある

父母の介鐘をしたい

老後は施設に入りたい １ ４ ７ ５ ６ ０ ２ ８ ０ １ ３ ２ ８ ４ ０ ６ ８

親 ４ ８ ７ ４ １ ３ ４ ０ ２ ５ ７ ０ ６ ８
高 校 生 ３ ０ １ １ ７ ４ ３ ５ ４ １ ８ １ ７ ６ ０ ７ ７
親 ４ ２ ７ ３ ８ ７ １ ３ ３ ２ ４ ０ ０ ７ ９

自分も介護を学びたい

介鐘職に就きたい(親に
は､子どもの就職を聞く）
※高校生の結果は､2007年調査のもの。
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は75.2％と同程度であったが、非常にそう思うものの割合が、親世代では８％で、高校
生は23.4％で、約３倍の差があった。「父母の介護をしたい」と高校生は82.7％思って
いるが、親世代は「介護が必要になったら施設に入りたい」と70.7％が思っていた。
自分の介護については、「介護は子どもに頼みたい」と親世代は14.7％が思い、高校生は
44.7％で、約３倍の差があった。

③介護の学習では、「中学や高校で介護を学んだほうがよい」と親世代は85.3％が思い、高
校生は29.2％で、約３倍の差があった。親世代では、「自分も介護を学びたい」と答え
たものは55.4％であった。

④親世代は、子どもに「介護職に就いてよい」と48.0％が思っているが、高校生は「介護
職に就きたい」と思うものは14.7％で約３倍の差があった。

⑤回答の「非常にそう思う」から「まったく思わない」までを４から１までに点数化し平
均値を出すと、親も子も「介護の仕事は重要である」が最大値であったが、高校生の最
小値は「介護職に就きたい」の１．７６であった。

3.考察
(1)介護に関する意識
親世代は､多くのものが介護は家族で担いたいと思っているが、自分の介護については、
施設に入りたいと答えたものが７割おり、子どもに介護を頼みたいと思うものの約５倍で
あったｂまた、介護職が敬遠されている現状だが、親の大部分のものが介護の仕事は重要
と考えており、半数のものが子どもが介護職に就いてもよいと思っていた。自由記述は、
「家族をわずらわせたくない」や「施設に入ったほうがいい」のように高齢期の生き方に
ついて書かれているもの、介護について「男性も積極的に行うべき」「一人では無理」のよ
うに介護の一般化を求めるもの、「中学高校で学ぶ事はよいこと」や「どんな勉強より一番
大事」のように介護教育に期待するものにまとめられた。
子どもの男女別に親の意識を比較すると、子ども数が少ないためか、「介護を子どもに頼
みたい」や「中学や高校で介護を学んだほうがよい｣、「介護職に就いてよい」など、性差
があるように思える項目でも､差がなかった。また、老人ホームに行ったことのあるもの
のほうがないものより、介護が必要になったら家族に施設に入ってほしいと思っていた。
行ったことのあるものは、最近の施設介護の充実を理解しているからとも考えられる。
４０～50歳代が中心の高校生の親世代は、上の世代については介護は介護士にも頼んで家
族で行いたいと考えているが、自分の介護については｢迷惑になる」｢わずらわせたくない」
の言葉に表しているように､子どもに介護負担をかけたくないと考えており、子どもに介
護を期待するものが少なかった。それは、少子化や長寿化､女性も社会で働くことがあた
りまえになった社会で家族介護が無理になった状況を把握していることや､介護保険制度
で介護サービスを利用できるようになった事も関係するのだろう。

（２）介護の学習について
介護の仕事については高校生も親世代もほぼ全員が重要と考えている。介護の学習は、

親世代も学校で学んでないと考えるが、親は子どもに中学や高校で学んで欲しいと考える
ものが多かった。そして、親自身も介護を学びたいと半数が考えていた。今後、超高齢社
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会を生きる者にとって介護の知識を持つことが必要と考えているのだろう。
超高齢社会を迎えるにあたり、誰もが介護を担うことになり、少子化においては一人の
ものが多数の親族を看ることになり、それが長期にわたることが想定される。一人ひとり
が長寿を生き生きとその人らしく過ごすためには、親子だけでなく、地域でもお互いに助
け合う事が必要となり、その準備の一つに介護の学習があると考える。現在、学校教育の
中には介護に関する教育は用意されていない。今後、学校教育の他、誰もが介護を学べる
ような機会をどのように準備すればよいか考えていかなければならない。
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